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位置し，聖護院川原町遺跡に含まれる（図版 １ －379，図 １ ）。ここに，メディカルイノベ
ーションセンターの新営が計画されたため，周辺地域の調査成果を勘案して，発掘調査を
実施した。センター新営にともない，共同溝の新営も計画されたため，その箇所に関して















　基本的な層位は，上から表土・整地土（第 １ 層），黒褐色土（第 ２ 層），灰褐色土（第 ３











































　⑴ 第Ⅰ期の遺構（図版 ４ ～ ７ ，図 ３ ・ ４ ）
　道路ＳＦ 1－ 2 　　調査区北東で淡褐色土掘削後に検出した道路状遺構（図版 ４ － ２ ）。
出土遺物より1620年～1650年頃の遺構と推定される。検出面の高さは45．8ｍである。黒褐






礫からなる部分を ２ 回目として掘削した。この遺物は全体的に １ 回目よりも古く，1620年
に近い。礫を取り除くと，東北東から西南西にかけて幅50㎝前後の筋状の凹みが何本か検
出された。自然の流れにより生じた凹みを路盤作成時に礫で埋めた可能性が考えられる。




に検出した集石（図版 ４ － ３ ）。ＳＦ １ と直交する方向に伸びており，南北に走る路面の可
能性が高い。調査区北壁際で幅2．5ｍをはかる。検出面の高さは45．8ｍ。出土遺物がとほ
んどなく明確なことは言えないが，埋土はＳＦ １ － ２ より，やや新しい遺物を含んでいる。
　井戸ＳＥ ８・ ９ 　　調査区南西の砂礫上面で検出された石組の井戸。両者とも，遺物を
ほとんど含んでいない。ＳＥ ８ は円形の掘形をもち，高さ45．3ｍの検出面近くで石組を検
出した（図版 ７ － ３ ）。長軸10数㎝～20数㎝程度の川原石を並べた石組の周りに小粒の礫
を詰めている。石組の下に水溜は見られず，すぐに井戸底に到達した。埋土からは染付が
出土した。井戸底の高さは44．1ｍである。
　ＳＥ ９ も円形の掘形をもつが，ＳＥ ８ より小ぶりで，長軸10数㎝～20数㎝程度の川原石



























































　⑵ 第Ⅱ期の遺構（図版 ５ ・ ７ ，図 ５ ・ ６ ）
　野　壺　　この時期にあたるＳＦ １ の遺構は検出されていないが，調査区北西隅で東西





































































































　⑶ 第Ⅲ期（古段階）の遺構（図版 ３ ～ ７ ，図 ７ ）
　道路ＳＦ 1－ 1 　　調査区北西で，黒褐色土掘削後に検出した礫混じりの堅い面である
（図版 ４ － １ ）。『吉田村古図』に描かれた水路と，旧吉田村・聖護院村境の道路の位置関
係から，これを路面の一部と推定した。この面は南に向かって下がり，路面の南端付近と
思われる。検出面の高さは45．9ｍであり，南に下がった段差際の高さは45．8ｍである。






















































　溝ＳＤ 1 　　南西部のＳＲ １ の南で検出（図版 ３ － ２ ）。真南北よりも軸がやや北北東
にずれ，Ⅱ期の溝ＳＤ16とほぼ同様な位置にある南北溝。ＳＤ １ 上層は，黒色土掘削中に


















１ が検出できたはずであるが，この部分ではＳＲ １ の痕跡を見つけることはできなかった。
一方，出土遺物は幕末期のもので，煉瓦など明らかに明治期に下る遺物も含まれていなか
った。これらの事実から，ＳＸ １ はＳＲ １ 廃絶後，短期間のうちに形成された廃棄土坑と
推測される。検出面の高さは46．0ｍ，小礫集中部下の高さ45．3ｍ，平坦部の底の高さ45．2
ｍ，最低部の高さ45．0ｍである。













































































㎝位である。ＳＲ １ および，その盛土を切っている。調査区東半中央でも東西 １ ｍ×南北



























ある。埋土に煉瓦片を含む。ＳＫ ６ ～ ９ は，いずれもＳＲ １ およびその盛土上面で検出し
た遺構。ＳＫ ６ ・ ７ はピット状遺構で，検出面の高さは46．0ｍ，45．9ｍ，底の高さはそれ



























　⑴ 第Ⅰ期の遺構から出土した遺物（図版 ８ ，図 ８ ～10）
　ＳＦ 1直下，砂礫上面出土遺物（Ⅰ １ ）　Ⅰ １ はＳＦ １ 完掘後，砂礫上面から出土した
土師器皿。口径11．8㎝，器高2．2㎝をはかる。内面の底部と体部の境が撫で調整により強
く凹んでいる。口縁端部に煤が付着する。
　ＳＦ 1－ 2出土遺物（Ⅰ ２ ～Ⅰ60）　　ＳＦ １ － ２ は上部と下部に分けて掘削したが，
Ⅰ ２ ～Ⅰ12が下部の掘削，Ⅰ13～Ⅰ60が上部の掘削で出土した遺物である。
　Ⅰ ２ ～Ⅰ10は淡橙色を呈する土師器皿。口径は，Ⅰ ２ が9．6㎝でもっとも小さく，ほかは，









































































もたないタイプ。Ⅰ151～Ⅰ153・Ⅰ155・Ⅰ156は口径 ５ ㎝～ ６ ㎝，Ⅰ154は6．2㎝，Ⅰ157






































図1３　ＳＥ ３ 出土遺物⑷（Ⅰ222～Ⅰ228磁器），ＳＥ ４ 出土遺物（Ⅰ229土師器）
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㎝前後，器高 ５ ㎝以上，器厚 ６ ㎜前後をはかる土師器。火入れであろうか。外型作りで，
外面に「晴？」の文字がみえる。Ⅰ724は土師質の涼炉ないしはコンロ。外面下部に刻印
























































































































































































　調査区北辺で東西方向に伸びる道路（ＳＦ １ － １ ，ＳＦ １ － ２ ）と，道路ＳＦ １ － ２ か
ら分岐し北へ伸びる道路（ＳＦ ２ ）を確認した。
　東西方向の道路のうちもっとも古い道路（ＳＦ １ － ２ ）は，遺跡の基盤となる砂礫直上
に形成されており，この地が離水して安定化してから時間をそれほど経ずに形成されたも
のと想定する。出土遺物から，17世紀前半の造成が想定できる。この道路は，17世紀後半，
南側に水路ＳＲ １ が造成されると，水路の北側盛土の上に移動したようである（ＳＦ １ －
１ ）。そして，水路が洪水によって廃絶しこの地一帯が会津藩の練兵場として囲われるよ
うになる幕末まで長期にわたって機能した。

















































































　慶応 ４ （1868）年には官軍によって接収され河東繰練場となり，明治 ４ （1871）年には
京都府から国に対して還付申請がなされた。翌明治 ５ （1870）年，京都府によって用地買
小 結
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収がなされ，「京都牧畜場」と呼ばれる全国初の官営牧畜場が誕生した〔拝師2005〕。京都
大学病院西構内でのみ検出される長方形土坑群は明治初年ごろという年代から推して，そ
の用途・機能は依然として明確になっていないものの，この官営牧畜場に関連する遺構で
ある可能性が高い。そして，明治35（1902）年には京都大学附属病院の敷地へと土地利用
形態をかえて，現在に至るのである。
　現地調査と整理作業は，千葉豊が担当し，長尾玲が補佐した。測量や出土資料の整理な
どにあたっては，下坂澄子・河野葵・曽根茂・高野紗奈江・泉直人・藤田和子・田中亮・
貴志真生也・高原洋子の助力を得た。本章は，第 ３ 節を長尾，それ以外を千葉が執筆し，
両名で調整をおこなった。
　なお，『山城国吉田村古図』の掲載にあたって，本学総合博物館のご許可をいただき，
また近世の出土遺物に関して，平尾政幸氏（京都市埋蔵文化財研究所）より有益なご教示
をいただいた。末尾ながら記して，お礼申し上げます。
